
心
に
響
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
大
人
に
な
り
、
社
会
人
と

し
て
各
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍

し
て
い
る
皆
が
凛
々
し
く
見
え
る

の
と
同
時
に
、
同
窓
生
と
し
て
刺

激
を
受
け
る
一
時
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
余
韻
を
楽
し
み
つ
つ
、

ま
た
次
の
再
会
が
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

（
松
嶋
　
史
絵
）

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

朝
日
校
ラ

グ
ビ
ー
部
Ｏ

Ｂ
会
は
、
２

０
０
８
年
８

月
１
日
付
け

で
ラ
グ
ビ
ー

部
Ｏ
Ｂ
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
い
た

し
ま
し
た
。

ア
ド
レ
ス
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

asahi-rugby.sakura.ne.jp

Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
状
況
、
現
役
選
手

の
活
躍
情
報
、
Ｏ
Ｂ
相
互
の
連
絡
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
活
用

く
だ
さ
い
。（昭

46
卒
　
大
塚
　
荘
治
）

吹
奏
楽
部
・
弦
楽
合
奏
部
Ｏ
Ｂ
会

昭
和
38
年
卒
〜
平
成
卒
ま
で
の
吹

奏
楽
部
・
弦
楽
合
奏
部
に
在
籍
し
た

仲
間
が
集
ま
っ
た
。

自
己
紹
介
で
は
、
在
籍
当
時
の
思

い
出
や
、
卒
業
後
音
楽
を
通
し
て
の

人
生
が
語
ら
れ
た
。

現
在
、
在
校
生
は
管
弦
楽
団
と
し

て
定
期
演
奏
会
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ

ェ
ス
タ
等
で
す
ば
ら
し
い
活
動
を
し

て
お
り
、顧
問
の
松
北
先
生
か
ら
は
、

現
況
の
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

コ
ー
ラ
ス
（
合
唱
）
部
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
に
も
働
き
か

け
、
現
在
の
管
弦
楽
団
Ｏ
Ｂ
も
含
め

将
来
は
、
音
楽
関
係
部
活
動
Ｏ
Ｂ
会

に
し
て
は
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

平
成
14
卒
以
降
の
管
弦
楽
団
Ｏ
Ｂ

が
今
年
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
で

演
奏
を
企
画
し
て
、
大
講
堂
で
そ
の

練
習
を
見
学
し
た
後
解
散
し
た
。

楽
器
演
奏
を
通
じ
て
音
楽
に
親
し

む
こ
と
が
出
来
た
喜
び
を
改
め
て
感

じ
た
一
日
だ
っ
た
。

（
昭
46
卒
　
光
畑
　
俊
行
）

テ
ニ
ス
部
・
１
月
３
日
初
打
ち
会

昨
年
は
コ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

不
良
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
晴
天
が
続
き
、
１
月
３

日
の
合
同
初
打
ち
会
は
久
し
振
り
に

母
校
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

顧
問
の
則
近
・
土
谷
・
平
田
の
各

先
生
方
も
ご
参
加
頂
き
、
現
役
部
員

は
男
女
合
わ
せ
て
13
名
、
又
当
日
突

然
（
？
）
観
戦
参
加
の
平
成
15
年
卒

業
の
Ｏ
Ｇ
８
名
と
Ｏ
Ｂ
を
加
え
て
合

計
36
名
の
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
午
後
１
時
半
よ
り
瀧
会
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
参
加
者
全
員
の
自

己
紹
介
の
あ
と
、
現
役
対
Ｏ
Ｂ
の
ダ

ブ
ル
ス
の
試
合
を
行
い
、
試
合
後
に

は
現
役
は
Ｏ
Ｂ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
ま

し
た
。
又
久

し
振
り
の
再

会
で
Ｏ
Ｂ
同

士
の
親
善
試

合
も
行
わ
れ

本
当
に
楽
し

い
ひ
と
と
き

を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し

た
。

（
昭
32
卒
　
瀧
　
　
正
敏
）

昨
年
12
月
18
日
か
ら
23
日
ま

で
、
約
２
年
間
の
準
備
期
間
を
経

て
、
岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
河
田
一
臼
先
生
の
大
回

顧
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

河
田
先
生
は
昭
和
25
年
か
ら
21

年
間
、
朝
日
高
校
書
道
教
諭
と
し

て
熱
心
に
書
道
教
育
・
人
間
教
育

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
書
壇
に
お
い
て
も
次
々
に
斬

新
な
作
品
を
発
表
さ
れ
、
大
き
な

足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
書
道
部
卒
業
生
の

間
で
「
一
臼
先
生
の
作
品
を
こ
の

ま
ま
眠
ら
せ
て
お
く
の
は
勿
体
な

い
」「
先
生
の
作
品
を
一
堂
に
集

め
た
回
顧
展
を
開
き
た
い
」
と
の

声
が
あ
が
っ
て
お
り
、
没
後
７
年

を
迎
え
た
こ
の
時
期
に
や
ら
な
い

と
機
を
逸
し
て
し
ま
う
と
の
思
い

も
あ
っ
て
実
施
に
踏
み
き
り
ま
し

た
。代

表
的
な
作
品
を
ど
う
探
し
出

す
か
、
必
要
な
経
費
を
ど
う
捻
出

す
る
か
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

し
た
が
、
書
道
部
Ｏ
Ｂ
は
勿
論
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
何

と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

わ
ず
か

６
日
間
の

会
期
で
は

あ
り
ま
し

た
が
、
全

国
各
地
か

ら
多
く
の

方
の
ご
来

場
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。会

場
で

書
道
部

河
田
一
臼
回
顧
展
盛
大
に
開
催

予
想
以
上
の
反
響

耳
に
し
た
感
想
は
実
に
新
鮮
か
つ

率
直
な
も
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
「
こ
ん
な
展
覧
会
は
見
た
こ
と

が
な
い
。
変
化
が
あ
り
飽
き
な

い
。」

○
「
心
の
洗
濯
を
さ
せ
て
貰
い
ま

し
た
。」

○
「
書
道
の
領
域
を
超
え
て
い

る
。」

○
「
こ
れ
だ
け
多
彩
な
表
現
の
出

来
る
書
家
は
い
な
い
、
力
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」

○
「
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
、
び
っ

く
り
仰
天
で
す
。」etc.

ま
た
、
著
名
な
書
評
論
家
で
あ

る
田
宮
文
平
氏
は
、「
戦
後
に
お

け
る
書
道
史
の
中
で
、
今
後
再
評

価
さ
れ
る
べ
き
書
家
」
と
極
め
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
覧
会
開
催
に
併
せ
、
展
示
作

品
の
作
品
集
を
作
成
し
、
県
内
で

は
、
高
校
、
大
学
、
図
書
館
、
岡

山
・
倉
敷
市
内
の
中
学
校
、
公
民

館
へ
、
ま
た
、
全
国
の
書
に
関
心

の
あ
る
美
術
館
、
大
学
、
中
央
書

道
団
体
、
出
版
社
等
へ
広
く
贈
呈

し
、
多
く
の
方
々
か
ら
丁
重
な
礼

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
４
月
に
は
県
か

ら
平
成
19
年
度
「
岡
山
芸
術
文
化

賞
功
労
賞
」
拝
受
の
栄
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
芸
術
新
聞
社
発
行

の
書
道
専
門
雑
誌
「
墨
」
５
・
６

月
号
で
、
こ
の
回
顧
展
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
予
想
以

上
の
大
き
な
反
響
に
、
改
め
て
河

田
一
臼
先
生
の
偉
大
さ
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
の

有
形
無
形
の
ご
支
援
の
賜
と
深
く

感
謝
し
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
昭
32
卒
　
山
崎
　
信
義
）

平成20年 8月16日　　午後2時～
六高記念館

平成19年12月30日
ホテルグランヴィア岡山　10名の恩師と143名の同期生
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